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幡篠留1:彎酬諮『監鰤騨濫:
100「 水土里ネットJは土地改良区の愛称です
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日
頃

は
姉

川
沿

岸

土

地

改

良

区

の
運

営

に
格

別

の
ご

支

援

、

ご
協

力

賜

り
厚

く

御

礼

申

し
上

げ

ま
す

。

●
未

整
備

圃

場

の
対
応

さ

て
、
農

業

を

取

り

巻

く

環

境

は
、
高

齢

化

に
よ

る
労

働

力

の
低

下

に
よ

り
耕

作

放

棄

地

が

増

加

す

る

状

況

に
あ

り

ま

す

。

ま

た
当

土

地
改

良

区

は
未

圃

場

整

備

地

区

が

多

く

見

受

け

ら

れ
、
今

後

、
農

地

中

間

管

理

機

構

の
活

用

が

図

ら

れ

る
も

、
未

整

備

圃

場

の
利

活

用

は
困

難

と

考

え

ら

れ

る

こ
と

か

ら
、
早

期

の
対

応

が
望

ま

れ

、
本

土

地

改

良

区

と

し

て
も

、
関

係
各

方

面

に
積

極

的

に
働

き

か

け

て
ま

い

り

ま
す

。

●

頭
首

工

の
改
修

に
向

け

て

次

に
、
昨

年

４
月

に
私

は

理

事

長

に
就

任

し

、
平
成

２

８
年

度

事

業

に
お

い
て
、
平

成

３

２

年

度

事

業

採

択

を

目
標

と

す

る

頭
首

工
改

修

の
た

め
、
慣

行

水

利
権

か

ら
許

可
水

利
権

に
変

更

す

る

に
あ

た

り

、
当

土

地

改

良

区

が

直

面

し

て

い
る
課

題

に

つ

て

問

題

を

提

起

し

、
解

決

を

っ
て
ま

い
り

ま

し

た

。

図 い

ま

ず

は
、
姉

川
左

岸

土

地

改

良

区

と

の
重

複

地

の
解

消

、

さ

ら

に
は
、

既
存

の
井

堰

の
見

直

し
を

行

い
ま

し

た

と

こ

ろ
、
各

関

係

地

域

の
ご

理
解

に
よ
り

決

定

で
き

た

こ
と

は
、　
一
歩

前

進

と
考

え
ま

す

。

●

小
水
力

発

電
所

の
新

設

小

田
地

先

に
建

設

い
た

し

て

お

り

ま

す

小

水

力

発

電

所

は
、

本

来

、
平

成

２

８
年

度

内

に
県

か

ら
譲

渡

を
受

け

て
本
年

４
月

１

日

よ
り

売

電

を

開
始

し
、
当

土

地

改

良

区

の
貴

重

な

財

源

と

な

る
よ
う

予
定

し

て
お
り

ま

し

た

が
、
県

よ

り

試

運
転

調

整

に

相

当

の
時

間
を

要

す

る
と

の
中

し
出

を

受

け

ま

し

た

。

３
月

の

総

代
会

で
売

電

収

入

の
お
約

束

を

し

な

が
ら
変

更

す

る

こ
と

に
な

り

、
大

変

遺
憾

に
思
う

次

第

で
あ
り

ま
す

。

県
当

局

か
ら

は

「
早
期

に
解

決

を

図
り

譲
渡

す

る
」

と

の
説

明

を
受

け

て
お
り
ま

す

の
で
、
今

し
ば

ら

く

の

ご
猶

予
を

い
た
だ

き

た

い
と

思

い
ま

す

。

●

本
年
度

の
計

画

に

つ
い
て

本
年

度

は
、
積
年

の
課
題

で
あ

り

ま

し
た
姉

川
左

岸

土

地
改

良

区
と

の

重

複

地

問
題

の
解

消

に
よ
り

、
本

■

地
改

良

区

の
経
営

に
支

障

が
出

な

い

よ
う

、

関
係

す

る
郷

里
地

域

を

は

じ

め

、
長
浜

市

と
最

終

調
整

を

行

っ
て

ま

い
り

ま
す

。

さ

ら

に
、
先

の
総
代

会

で
議

決

を

い
た
だ

い
た
維

持
管

理

計

画
事

業

に

つ
い
て
、
組

合

員
各

位

の
ご
賛

同
を

賜
り

定
款

等

を
改

正
す

る
臨

時
総

代
会

を

開
催

す

る
予
定

を

し

て
お
り

ま
す

。

頭
首

工
改
修

に
伴

う

河

川
申
請

の

手

続

き

は

国

の

認

可

と

な

り

ま

す

が

、
速

や
か

に
許

可
を

い
た
だ

け

る

よ
う

、

国
土

交

通
省
等

に
対

し

、
私

の
知

見

に
お

い
て
最

大

の
努

力

を

し

て
ま

い
る
所
存

で
す
。

頭
首

工
改

修

に
向

け

て
は
今
後

さ

ら

に
多

く

の
課

題

が
あ

り

ま
す

が
、
　
一
つ

一
つ
丁

寧

に
解

決

し
、
組
合

員
各

位

の
期

待

に

沿
え

る
よ
う

、
万
難

を

排

し

て
取

り

組

む
所
存

で
す

の
で
、
今

後

と

も

ご

支

援

を

よ

ろ
し
く

お
願

い
申

し
上

げ

ま
す

。



姉川沿岸地区 右岸幹線水路補修事業 (相撲庭地先)

工事区間 44.9m  工事■  340万 円

平成28年度は、昨年度と同様、水漏れ等発生しておりました相撲庭町地先の工事を、維持管理適
正化事業によつて実施致しました。全組合員が、互いに力を合わせ、「農業Jと 「土地改良区Jを守る
取り組みを進め、「農業用水J「生活用水J等を安心して供給できるよう、今後も制度融資等を活用し、
改良区施設の補修を計画的に進めていきます。

湖北地区
機能保全計画策定その9業務 (県 )

姉川沿岸地区
小水力発電施設整備工事 (県 )

姉川沿岸地区
用水路補修事業

姉川沿岸土地改良区
合同丼堰ゲート等メンテナンスエ事

幹線水路等施設の機能診断を行い、今後維持管理
していくための計画を策定

施設の維持管理経費の軽減を図るため、姉川左岸
幹線水路 (小田地先)に発電施設を設置

伊吹幹線水路、伏越工付近の漏水箇所の補修工事

合同井堰等に設置されているゲー ト設備の補修

17,928.000円

56,000.000円

2,520,720円

1,879.200円

(仮)姉川沿岸地区
幹線水路ゲートメンテナンスエ事 左岸幹線水路に設置されている簡易ケート設備の補修を行う。



懸案であつた姉川左岸土地改良区と当土地改良区の北郷里地区水利重複については、合同頭首工施

設整備を契機に、今後、組合員の御理解を頂きながら所定の手続きを経て整理させていたたく運びと

なりました。先般の総代会で維持管理計画書 (当土地改良区の管理する範囲を明記 )の提案がなされ満

場一致で可決承認されたことから、‖旧次以下のとおり手続きを総代さんや役職員―丸となり進めさせ

て頂きますので、組合員各位の御協力と御支援をよろしくお願いします。なお、北郷里地域の生活用

水については、現在長浜市において従前のとおり確保できるよう鋭意取組がなされている所です。

平成 29年 4月 ～

土地改良事業

参加資格者の確定

0
組合員の確定

平成 29年
7月 ～ 8月 頃

同意徴収

確定した組合員に

対して同意書を徴収

平成 29年
9月 ～ 10月 頃

総代会の開催

姉川沿岸土地改良事業

(維持管理計画書)の

議決

平成 30年 3月 頃

事業認可

(予定 )

※組合員の確定については、維持管理計画書に基づいた受益対象者に対して行います。

※総代会の議決後、法手続きを経て事業 (維持管理計画書)の認可がおります。

※事業認可をもつて計画書が確定致しますので、認可されるまでは、現在の受益者が当改良区の

組合員となります。

聰

従来から自然水を取り込み 自然の思み

によって支えられている当改良区は その

年あるいはその日によつて水千1情勢は変イ
`

しています。

農業用水あるいは地域 (生活)用 水として河川

に水が流れていますが かんがい即になると代掻

き等で出る押|・ lわ1河川に流出している所があり

ます。この押1水には 窒素やリンが含まれており

=琶
湖の冨栄責イヒに影響を及ぼす―国になつてい

ると言われています.

震業J,1水 だけではなく生活,,:水 や工業,,1水 も大

きな要国とされていますが 当改良区としても

河川の水質を維青 守るためにも 節・1/ 濁水防

止に 組合員皆様方のご協力をお願いtlし ます。

日
々
の
地
域
内
の
水
利
状
況
を
把
握
し
、

渇
水
時
の
対
応
等
を
担

っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
組
合
員
の
農
業
生
産
に
支
障

を
き
た
さ
な
い
よ
う
、　
一
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

氏
　
名

宮
田
　
占塁
早

自 平成29年 3月 1日  ～ 至 平成30年 2月 末

三
浦
　
重
昭

杉
山

正
之
進

鈴
木

　
佐
雄

塚
本

　

信
夫

山
田
　

正
文

大
沢
　

秀
夫

矢
野
　
幸
男

堤
　
　
保
範

瀬
古
　
良
博

米
原
市
伊
吹

米
原
一空
中
場

米
原
市
小
田

米
原
市
天
満

米
原
市
村
居
田

長
浜
市
相
撲
庭
町

長
浜
市
佐
野
町

長
浜
市
春
近
町

長
浜
市
保
多
町

長
浜
市
西
上
坂
町

（順
不
同
）



(6)

明
治
期
の
長
浜
付
近
の
絵
図

に
は
、
現
在
の
地
福
寺
町
　
宮

司
町
、
石
田
町
を
通
り
米
原
方

面
へ
員
い
て
る
長
浜
街
道

（観

音
坂
）
や
　
東
西
方
向
の
龍
ヶ

鼻
道
　
イ
ヌ
カ
イ
坂

（犬
飼
坂
）

道
な
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
道
は
　
古
代
　
中
世
の

道
を
踏
襲
し
な
が
ら
維
持
、
整

備
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
現
代
ヘ

と
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
図
１

は
、
陸
地
測
量
部
発
行
の
２
万

分
の
１
地
形
図
に
各
街
道
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
図
１

か
ら
は
　
明
治
期
に
は
、
龍
ヶ

鼻
道
周
辺
に
鉄
道
が
敷
か
れ
て
い
た
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
、
そ
れ
は
　
現
在
の

長
浜
市
東
上
坂
町
か
ら
米
原
市
村
居
田
へ
と
敷
設
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
　
明

治
１
５
年
　
長
浜
か
ら
関
ヶ
原
へ
の
鉄
道
ル
ー
ト
が
決
定
し
　
着
工
さ
れ
た
も

の
で
　
こ
れ
に
よ
り
、
北
は
敦
賀
を
通
じ
て
の
北
陸
方
面
、
東
は
関
ヶ
原
か
ら

東
海
地
方
、
東
京
へ
と
結
ば
れ
、
交
通
の
要
衝
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
明
治
２
２
年
　
大
津

〓
示
都
方
面
に
接
続
す
る
東
海
道
線
が
中
山
道

に
沿
っ
て
関
ヶ
原
か
ら
米
原
を
通
る
こ
と
に
な
っ
た
の
を
機
に
　
こ
の
線
路
は

貨
物
専
用
線
と
し
て
利
用
さ
れ
よ
う
に
な
り
、
切
り
通
し
と
な
っ
て
い
た
、
姉

川
が
迫
っ
て
い
る
箇
所
に
　
防
雪
用
ト
ン
ネ
ル

（龍
ク
鼻
ト
ン
ネ
ル
）
が
明
治

２
３
年
４
月
に
造
ら
れ
た
。

そ
の
後
　
勾
配
が
急
す
ぎ
る
と
い
う
理
由

か
ら
　
廃
線
と
な
り
、
国
道
に
移
管
さ
れ
道

路
と
し
て
再
整
備
さ
れ
た
と
い
う
。
図
２
は

ト
ン
ネ
ル
周
辺
を
ス
ケ
ツ
チ
し
た
も
の
で
あ

る
。
現
在
、
長
浜

関
ヶ
原
ル
ー
ト
は

龍
ケ

鼻
ト
ン
ネ
ル
の
側
壁
の
み
が
残
る
形
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
　
馬
車
道
　
あ
る
い
は
国
道

３
６
５
号
線
と
し
て
　
現
在
に
引
き
継
が
れ

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

参
考
文
献
　
「長
浜
市
史
」
よ
り
　
一

土ltl改 良区の賦課金が支払われない農地は、「米の直接支払い交付金」
及び「水田活用の直接支払交付金」の対象タトとなります。

当土地改良区区域内の農地等を転用される場合 (農地で地目変更、田から畑等も同様です)、 土地
改良区への報告が法律上義務づけられています。その時に農地転用義務決済金も納人して頂くよう
になっております。尚、市街化区域においても同様の手続きが必要です。

また、売員、交換等により農地の権利を移動される場合には、当改良区へ資格喪失通矢0書を提出
することが義務づけられています。この報告により翌年度の賦課金を決定しますので必ず手続きを
取つて下さい。なお、公共事業においても決済金が必要です。

転用決済金 (平膚29年度単価)  全区燿田   220円 /nI当 リ

X組合員の死亡等による名義変更 住所移転等変更された場合も似すお知らせ下さい.

届け出用紙は 当改良区に用意しておりますので ご連絡願います .

近年、異常気象のため、台風の大型化や突然の大雨等によつて姉川の水位が上昇し、頭首工から
の取水が困難になることがあります。困難と判断した場合、復旧のため、急に幹線水路の水を止め
たりしますがご了承ください。組合員の皆様方にはご迷惑をお掛けすることと思いますが、職員―同、
出来るだけ早く復 日に努めてまいりますので、何卒ご理解の程よろしくお願い致します。

国 県 市からの支援により 姉川エコ発電所がオープンの逗ひとなりました。エコ社会の実現に貢献すると同時に

1色設の■■鷺I「 や再整備に活用されることと思います。田植えも

'わ
り 木々が青々と,吹 く時期となりました。F

日黒い日が続きます力|"1年に上
`べ

ると■月から―力月旦いような気かしま丼.1順調な牛育を願しヽます. 1広報,員 )

ア

　

ン



131

農 地 と水 の 守 り役

姉川沿岸土地改 良区

姉川沿岸土地改良区第67回 通常総代会は、平成 29年 3月 12日 (日 )午前 9時 30分より長浜市七

尾公民館において開催 しました。総代法定数45名 (出 席者数 35名 )、 理事 15名、監事 4名が出席し、

来賓に衆議院議員上野賢一郎様、滋賀県湖北農業農村振興事務所長中川義雄様、長浜市長藤井勇治様、米

原市長平尾道雄様 (イt理 米原市副市長西日弘様)の ご臨席を賜 り、第 1選挙区より伊富責務氏が議長に

選任され、提出議案について審議頂いた結果、全議案が原案通 り可決承認された外、事業 (維持管理)計
画の変更に伴う法手続きについて提案、説明致しました。

第67回 通常総代 会報 告

総代会提出議案

第 1号議案
平成 27年度 事業報告の承認について

第 2号議案
平成 27年度 一般並びに特別会計 1又支決算及
び財産日録の承認について

第 3号議案
平成 28年度 一般会計収支補11予算の議決に
ついて

第 4号議案
平成 28年度 転用決済金特別会計1又 支補正予
算の議決について

第 5号議案
平成29年度 事業計画 (案)の承認について

第 6号議案
平成 29年度 一般会計並びに特別会計収支予
算 (案 )について

第 7号議案
平成29年度 一時借 り人れについて

第 8号議案
平成 29年度 組合費の賦課金徴収方法及び期
日について

第 9号議案
平成 29年度 一般会計支ll予 算の款内流用に
ついて

第 10号議案
平成29年度 歳計現金預入先について

第 11号議案
平成 29年度 役員報酬の議決について

第 12号議案
平成 29年度 農地転用に係る決済金について

第 13号議案
姉川沿岸 :地改良区事業 (維持管理)計画の変
更について

第 14号議案
姉川沿岸土地改良区定款 規約の一部改正につ
いて

第 15号議案
姉川沿岸土地改良区の会計細貝1の一部改正につ
いて

第 16号議案
姉川沿岸土地改良区監杢細則の一部改正につい
て
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(4)

平成 27年度 決 算

■一般会計
○歳入総額     30,706,942円

内 訳

(本決算は通常総代会において承認されております。)

金

金

入

金

金

金

課

担

収

入

付

越

計

入

賦

負

雑

繰

交

繰

歳

13058,700円
0円

119,300円

13,000,000円

2,597.000円

1,931,942円

30,706,942円

2,868,395円
(翌年度へ操越)

○歳出総額
内 訳

歳 出

事 務 所 費

会  議  費

財  産  費

井堰水 路 費

揚  水  費

調査費 その他

計

27,838,547円

14,109,354円

767.112円
10,057.988円

361.446円
1,076.007円

1.466.640円

27.838547円

○収支差引

■ 特 別 会 計

準 備 積 立 金

退職手当積立金

農地転用決済金

平成29年度

■ 一 般 会 計

○歳 入

特月1会計

奎理収
6,049

補助金収入
2,413

■ 特 別 会 計

小水力発電事業

歳入 額  11,970,975円
歳 出額  10,544,430円
差 引額   1.426,545円
歳 入額   9,410,538円
歳 出額      0円
差 引額   9,410,538円
歳入 額 157.953,761円
歳 出額  13,000000円
差 引 額 144,953,761円

予  算

28,234千 円

その他 158

賦 課 金 徴 収 状 況
経常賦課金歳入額   13,058,700円

小水力発電事業

歳入額  5,953,285円
(翌年度へ操迎       歳出額   5,750,000円

差ワ1額    203,285円
(翌年度へ繰越)

C年度粋 越)  頭首工改修積立金

(翌年度ヽ操越)

歳 入 額  H,659,574円
歳 出額   5,724,000円
差 引 額   5,935.574円

(翌年度へ繰越)

‐ キ
:,・1'■ 11i

(本予算は通常総代会において承認されております。)

○歳 出 28,234千 円

予備費 100
織
卿

歳 入額

歳 出額

2,951千円
2,951千円

固定資産

取得支出
負担金等. 1,220

組合員数 29年 度 1,656人


